市民がつくった復興計画（特集「復興リレー・輪唱復興」） by 田口, 太郎
特集
復興Jレー
輪唱復興
2007年7月16日に中越沖地
震が発生した。中越大震災が
中山問地域に大きな被害をも
たらしたのに対して、中越沖
は沿岸のいわゆる「中心
市街地」を中心に被害が広が
つた。
地方都市の中心市街地と言
えぱ、全国どこの地域でもも
れなく衰退の問題が深刻化し
ている。柏崎の中心市街地も
同様に衰退の一途をたどって
いた。そこに今回の地震であ
る。中心部の古い商店街は大
きな被害を受け、アーケード
が壊れた。その中でももっと
も大きな被害を受けたのが、
柏崎東本町二丁目にある「え
んま通り商店街」であった。
えんま通り商店街は柏崎の
中でも古くから栄えており、
毎年6月の「えんま市」には
毎年数十万人の来客があるな
ど、柏崎を代表する商店街の
つだった。
盟衰退していた商店街
こうした商店街の復興支援
はただ単純に生活を再建すれ
ぱ済む、というものではな
興
.特集「復輿りレー・唱復興」
市民がつくった復興計画
脚して整備していくことも都
市のアイデンティティの形成
の上では不可欠である。
.動き出した住民と大学
えんま通り商店街は倒壊店
舗等の撤去の必要から、いち
早くアーケードの解体を決定
した.こうした中で住民の中
から必然的に復興に向けた議
論が始まった.これに呼応す
るように新潟工科大学・長岡
造形大学・新潟大学・長岡技
術科学大学の都市計画系を有
する県内の4大学が連携し、
復興にあたっての住民意向調
査をいち早く実施、多くの住
民の居住継続意向を確認し
^0
一方で、えんま通り商店街
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会を設定し、復興ビジョンを質もなにもなくなり、個々人
独自で策定する動きをスターの都合によって全てが壊れて
トさせた。 しまう懸念がある。そこでこ
一般的には復興ビジョンはだわったのが「言葉」であっ
行政が枠組みを設定した上でた。
住民参加の下で行われるが、 各論の細部まで決めてしま
えんま通りの場合は行政の動うのではなく、まずは総論と
きを待つことなく、自ら動きして、将来のまちのイメージ
出したことは特筆すべき点でを概念として共有する。その
あるといえる。しかし、策定上で次なる詳細な計画にはい
する主体は一般住民であってることで、計画案を評価する
ビジョン等の計画策定の経験物差しにも成り得れば、議論
があるわけでもない。 を進めるべースともなる。さ
そこで、地元大学の都市計らには町並みを破壊するよう
画専門家としての筆者がピジな建物が建とぅとしたときの
ヨン策定までのプログラム、説得材料にも成りうる。
アウトプットイメージを提案具体的な計画策定は、まず
した上で、議論を進めていっえんま通りが被災前から抱え
た。議論は毎週水曜日の夜のていた課題やイメージ,さら
7時から毎回3時問以上にわには今後売りになりうる事柄
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い。たたでさえ
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宣生丑出立^である。こう
した商店街では被災を契機に
それまでに抱えていた課題の
解決も含めば抜本的な復興が
必要である。
幸いにして昨今、都市の過
度なスプロール化ヘの反省か
らまちなか居住」が見直さ
れ、各自治体でコンパクトシ
ティが議論されるなど中心市
街地をとりまく状況は必ずし
も暗いものではない。である
からこそ、被災を機に社会二
ーズをとらえ直し、新しいラ
イフスタイルを創造する拠点
として、中心市街地、商店街
を見直す必要がある。また、
同時に既に消えてしまってい
る町並みを再び長い視野に立
をそのまま
で、これまでと
ロマ・プリエタ地震
Santa cruz
していた
し
じ
と
を貫通する「えんま通り」は
平成6年に現況13mの道路を
玲mヘと拡幅する都市計画決
定が隣接する東本町一丁目と
同時になされており、道路両
側3mセットバックしなくて
は建物の再建が出来ない、と
いう建築制限がかかってい
た。そのため、えんま通りに
おける復興はこの都市計画決
定の取り扱いも含めた総合的
なまちづくりとして考えてい
く必要があった。
皿えんま通り版、復興物語
こうしたなか、 9月末の商
店街臨時総会でひとまず拡幅
を前提とした商店街復興のビ
ジョンづくりを進めることが
合意され、その策定メンバー
として「えんま通り町づくり
の会」が組織された。その
後、この会は毎週水曜日に例
めての「
たり続き、必要によっては別
の日程であつまり地域を実際
に歩いて確認するなどしてす
すめ、濃密な3ケ月を通じて
12月末に他住民に対する報告
会を開催して完了した。まさ
中越沖地震柏崎
えんま通
にが
たら
が
画Lである。
このビジョン策定のアウト
プットで特にこだわったのが
「言葉による将来イメージの
共有」である。復興に伴う建
て菩えや道路拡幅は住民にと
つては自らの財産を賭する大
きな意味を持つ。故に住民参
加の場面ではよくあることで
あるが「総論賛成、各論反
対」ということが多分に予想
された。各論にはいウて反対
意見が起こると、そこには本
主
めて、ひっとし
でも
の共有から始まった。議論は
毎回筆者の進行の下、付聾紙
を用いて意見を出し合った。
そのなかから、えんま通りの
「売り」をのぱすことで課題
解決を図るにはどうしたらよ
いのか、今後どういったまち
を目指すべきか、というのを
時として実際の地域を歩いて
現場の確認などを通してま
ず、えんま通り復興の目標像
と言える「言葉」をつくっ
た。さらにはその「言葉」が
意味するところを具体的に例
示した「ゾーニングイメー
ジ」「拡幅イメージ」が創ら
れ、これらを束ねることで
「新生!えんま通りプロジェ
クト」と題した復興ビジョン
が完成した。基本概念として
の「言葉」と、具体イメージ
としてのイメージ図である。
につくった
.特集「復興りレー・輪唱復興」
イメージ通りのゾーニングや
拡幅を実際に進めるには様々
な課題があるが、これからの
事業を進めるにあたり、常に
立ち返る基本理念としての
言葉」を共有していること
は重要である。
また、これまで「復興」と
いうと何かと「Re-」である
とか再び」といった言葉が
多く用いられてきたが、えん
ま通りの場合は「新生」であ
る.つまりは、被災前の姿を
再ぴ取り戻すのではなく、被
災を契機に"新しいまち"に
生まれ変わろうとしているの
である。この辺りからはえん
ま通りの人々の並々ならぬ思
)入れが感じられる.
.復興ビジョンと「笑福市」
商店街の復興を考えると
き、町並みの再生も重要であ
るが、さらに重要なのが、
「商店街」としての復興であ
る。つまりは再び多くの来客
とともに活気゛満ちたまちと
なる必要がある。そのために
も被災した商が商店街と
しての体裁をたも、イ
ジを維持する.必がる。
こで、被災から3ケ月たナ
10月16日から峡福市が始
まった。被災前のえんま通り
では「えんま様が笑う日」と
いうイベントが定期的に開か
れていたが、地震を契機にこ
れもストップしていた。そこ
で、被災1周年の2008年7月
を目指して毎月16日に笑福
市」として市を開き、えんま
通句に再び活気を取り戻そ
う、という動きが始まってい
ものがたり
、、質,
.言'
イ
る。
笑福市は現在、毎回のテー
マを設定した上でそれに沿っ
て地域内外の人々がモれぞれ
の出来る範囲で参加し、盛り
上げるべく進められている.
3月16日の笑福市では雪割
草」が人を呼び、「竹とんぼ
づくり」が子どもを沸かせ
た。さらには十日町から義援
金を持った高校生たちがゴス
ペルを歌う。食や音楽、遊び
が堂に会することでえんま
通りはにわかに活気を取り戻
す。こうした風景をイベント
の日のみならず、日常化して
いくことが,これからのえん
ま通りの課題であろう。
.これからの課題
こうして明るい話題に事欠
かないかのように見える、
んま通りの復興であるが、
際に町並みが形成され、まち
としての日常の活気を取り戻
すまでの課題も多い。具体的
には策定してビジョンを元に
して新しい町並みの形成に向
けた合意形成や事業化、衰退
してきた商業の再活性化をす
る必要があるなど、難しい課
題も山積していることは事実
である。こうした課題を克服
し、えんま通りがまさに「新
!」するかは、地域内外の
専門家や支援者のサポートの
可能性と住民自身の本気が試
されていると言えるだろう。
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